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1. 動機
もともとモノとインターネットを通じて生活を豊か

にする Internet of Things(IoT)に興味があり、この機会に
それに関連するモノを作りたいと思った。そこで大学
施設にある ICカードを使った入退出記録装置に目を付
け、同じようなものを作り日常生活の質の向上に貢献
できないかと考えた。 

2. 目的
IC カードを用いた入退出記録装置を作製し、生活の

質を上げるとともに、自身の学習に役立てる。装置は実
用に耐えることを目標とする。 

3. 製作
環境 

PC：Raspberry Pi 3 model B 
OS：Raspberry Pi OS(10.0) 
言語：Python3.9.6 

・ユーザを登録するプログラムの作成 
個人の入退出を記録するために、まずカードとユー

ザを紐づける必要がある。今回は、users_list.txt 内で同
じ行にカードの固有 IDとユーザ名を記録することでこ
れを実現した。 

・カードを読み込み入室・退室時刻を記録するプログラ
ムの作成 
カードをタッチし、上のユーザ登録プログラムで登

録したユーザの入室・退室時間を記録する。ユーザ名の
取り出しは以下のように行う。 
カードをタッチする→カードの固有 IDを読み込む→

users_list.txt 内でカードの固有 ID と一致する行を検索
する→一致する行のユーザ名部分を読み込む
上の仕組みを使ってカードをタッチした際に登録さ

れたユーザを呼び出し、ユーザ名.csv（例：芝浦太郎.csv）
に入室・退室の状態、タッチした時刻、入室から退室ま
たは退室から入室までの経過時間を記録する。
また、入室・退室どちらとして記録するかは次に行う

電子部品との連携によって切り替えられるようにする。 

・カード読み込みプログラムと電子部品を連携させる
入退出記録装置として使う場合、画面出力を使用し

ない方がコンパクトになる。そのため HDMI 出力を行
わずに入退出記録がスムーズに行えるよう、カード読

み込みプログラムと電子部品による音や光による通知
を行う。 
今回は①IC カードを読み込める状態であることを知

らせる LED、②入室・退室のどちらであるかを知らせ
るLED、③入室・退室の状態を切り替えるスイッチ、④
シャットダウン・起動ができるスイッチ、⑤プログラム
の動作をより分かりやすくするための電子ブザーを用
意した。 

4. 結果
IC カードを使った入退出記録ができるようになった。

また HDMI による画面出力を行わずともカードを読み
込んでいることが分かるようになった。 

5. 考察
今現在の仕組みでは、入退出記録を確認するために

結局HDMIによる画面出力を行わなければならない。
また、ファイルに記録をするのみでは個人が実用する
うえで扱いづらい部分がある。 

6. まとめ・展望
最初の目的である「自身の学習に役立てる」について、

pythonの利点を理解しながらプログラミングをし、初め
て自分で実際に使うプログラムをかくことができた。
電子工作に関しては簡単なものではあるが、実際にブ
レッドボードを使って LED を光らせ、電子ブザーを鳴
らすことができ、自身の学習に役立てることができて
いると考える。 
現状では、入退出記録の仕組みを作ることができた

が、電子回路はブレッドボード上であり、また考察で述
べたように、入退出記録の確認に画面出力が必要であ
り、また記録のみでは実用性が低いことが考えられた。 
そのため今後は電子回路をユニバーサル基板上で実

現し、装置として使えるようコンパクトにまとめる、カ
ードをタッチした際にLINEに通知するようにする、入
退出記録ファイルを外部からアクセスできるようにす
る、などの機能を実装していきたい。 

7. 参考文献
・Raspberry PiとNFCタグで自宅の消耗品管理の仕組み
を作った話 



 

https://www.membersedge.co.jp/blog/raspberry-
pi%E3%81%A8nfc%E3%82%BF%E3%82%B0%E3%81%
A7%E8%87%AA%E5%AE%85%E3%81%AE%E6%B6%
88%E8%80%97%E5%93%81%E7%AE%A1%E7%90%86
%E3%81%AE%E4%BB%95%E7%B5%84%E3%81%BF
%E3%82%92%E4%BD%9C%E3%81%A3%E3%81%9F/ 
最終閲覧日 2021/9/3 
 
・Getting started— nfcpy 1.0.3 documentation 
https://nfcpy.readthedocs.io/en/latest/topics/get-
started.html#read-and-write-tags 
最終閲覧日 2021/9/3 
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